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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstruct
　Distributions of the annual mimima of n-day moving averaged precipitation in Kochi prefecture
are analysed in this paper. And it was found that the annual mimima of 30･day moving averaged
precipitation changed ａ little periodically, but that of more than about 60-day changed nearly
at random. Distributions of the annual minima of ｎ･day moving averaged precipitation ir!
Kochi prefecture are approximately linear.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ま　え　が　き
　近年，都市用水・工業用水の著しい需要増に対処するため，水資源の有効利用と多水系にまたが
る広域的な開発が行われるようになった．我国の多くの河川流域は地形が急峻で平地が狭いため各
水系の洪水ピーク流量は大きいが，渇水期における流量はすくない．利水計画の策定にあたっては
既得水利権および河川維持用水などの先取権を当然優先すべきであり，新規の取水を行うために
は，ほとんどの場合貯水池の新設が必要である．したがって，河川およびその流域における長期の
水文資料か要求される．　しかし，一級河川など一部の河川を除いて，大部分の中小河川では水文観
測は行われておらず，わずかに得られる降雨資料についても利水計画に直接利用できるような整理
および解析はあまりなされていないように思う．
　従来，我国の利水計画策定の基準となる渇水規準年は渇水の非超過確率が1/10程度を目標にし亡
おり，農業土木ハットブック1)では最近10年間の渇水中第１位あるいはそれが異常干ばつ年で不経
済と判断される場合には第２位以下の適当な年をとると述べられている．そして，流量資料が得ら
れない場合には，流出解析によって資料を補っている．一般には長期の流量資料は得られない場合
が多く，計画された貯水容量についての信頼性に関する統計的評価は困難である場合が多い･
　貯水池による補給水量の信頼性を確率的な面から評価しようとする試みか長尾2)によってなされ
ているか，一方，渇水の指標として別の水文量を定義し，渇水およびその対策を確率的に把えよう
とする試みが吉川・竹内3)によって提案されている．すなわち，渇水を移動平均降水量の年最小値
という水文量で把える方法であ゛る．
　本研究では，この水文量を高知県の主な雨量観測点について求める．　ここで得られた資料は水文
資料が得られない流域の利水計画における基礎資料になると考えられる．
　　　　　　　　　　　　　　　　移動平均降水量の定義
渇水の指標としての移動平均降水量は次のように定義されている
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　この定義に従えば，相続く二つの渇水の期間があり，その間に標準レベル以上の降水の期間かは
さまっているような場合の全体としての渇水の程度を把えることができるとともに，平均値の表現
が平均された日数の最後の日の値と定められているため，渇水が続いた結果としての渇水の厳しさ
と感覚的に一致する．
　　　　　　　　　　　　　　　　計算上の年区分
　(1)式に基づく移動平均降水豆tの年最小値は移動平均日数の増加につれて，かならずしも連続した
生起を示さない．計画上，これは安全側に作用するため問題はないが，降水量を流量と対応させて
考える場合には両者は一致しないと考えられる．
　降水資料の１年の区切りを１月１日から12月31日までとしたI場合，その年の１，２月の渇水は前
年の渇水からの延長である場合か多く，逆に, 11, 12月の渇水は次の年に続いている場合が多い．
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図一１　対象地域（高知県）ど雨ｍ観測点
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したがって，渇水雨量の計算では１年を４月１日から次の年の３月31日までとする．また，･利水計
画においては水の需要水準の高いカンカイ期の渇水が重要であるが，これは別の機会に検討する．
　　　　　　　　　　　　　　　　解析対象資料
　高知県気象月報4）から，県内26ヶ所の雨量観測点（図一１）を選んだ．これらの観測点で欠測の
ある場合には，周辺観測点の雨量から推定して補い，最低25年間の連続日雨量データを得た．した
がって，魚梁瀬，天坪，西豊永などの測点は，その附近の代表点であり，気象月報に報告されてい
ない数値を使用している．しかし，対象雨量が日雨量であり，局地性の強い雨でなければ，あまり
違わないであろうと考えた．
　　　　　　　　　　　　　　年最小移勁平均日降水量の経年変化
　上記観測点のうち，高知の日雨量資料は最も長期にわたって得られており, 1886年から報告5’さ
れている．ここでは1926年（昭和元年）から1976年までの資料を用いて計算した結果の一部を図一
２に示す．
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　　　　　　　　　　　図一２　年最小ｎ日移動平均降水jlの経年変化(高知)
　年最小30日移動平均降雨量Ｘ(30りまおよそ0.５ｍｍ/日程度で７～９年程度の弱い周期性が見られ
るが，経年的なトレンド性は見られない．
　年最小60日移動平均降水量Ｘ(6o'はおよそ1.２ｍｍ/日程度でX<so)とはすこし違った変化を示し
ている．昭和14年，31年，および48年には零または零に近い値を示し，ちょうど17年周期でかなり
きつい渇水が観測されている．また，昭和34～45年の12年間のＸ(6o)は比較的変動がすくない．
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　年最小90日移動平均降水量X<.SO)はおよそ1.7 mm/日程度で，Ｘ(6o)とかなり似た変化を示す.
X'"", X'""およびY(80)の昭和21･ヽ-30年および35～44年の各10年間の平均値は前者がそれぞれ，
0.64, 1.65, 2.33mm/日，後者はそれぞれ, 0.43, 0.96, 1.23mm/日で，後者は前者に比べいず
れも小さい．これは利水計画における雨量資料はできるだけ長期のものを利用する必要があること
を示していると考えられる．
年最小移動平均日降水量の分布
　年最小移動平均降水量の分布は極値分布の第Ⅲ型式，いわゆるWeibul分布への適合か最もす
ぐれており, increasing order に並べた方がよいと報告6’されているので，ここでも同じ方法に
従う．
　最小値に関するWeibull分布は次式で示される．
Ｆ(ヱ)＝1－ｅχp(―ee)…………………
　　　　　　　　ｚ十ろξ＝αlog気写ｙ
･･(3)
ここにF(x)はごz;の非超過確率を意味し，α。Xn, t･は定数である．
　図一3－1～26は各測点の年最小ｎ日移動平均降水量をWeibull確率紙にプロット（トーマスプ
ロット）したものである．
　大部分の測点におけるWeibll確立紙上での年最小77日移動平均降水量の分布は移動平均日数
z7の大きさにかかわらず，ほぽ直線的に分布する．しかし，一部の測点では, w<70日の分布は負
にひずんだ分布型を示しi 71＞90日で，逆に正にひずんだ分布型となっている．前者に属する測点
は田野，安芸，須崎，梼原，大正，富山，三原，宿毛などである．野根，魚梁瀬，槙山，高知，本
川，越知，土居，長者，東津野，中村，江川崎などもほぼ直線分布となるが，71の小さいとき，や
や負にひずんだ分布型となる傾向を示す．また，後者に層する測点は室戸岬，西豊永，天坪，本
山，窪川，清水，足摺岬などである．
　高知県は多雨県であるが，70日程度の移動平均日数における年最小移動平均日降雨量は比較的す
くなく，高知の場合，その10年非超過確率値は約0.46mrう/日程度である．
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図一３－１　年最小ｎ日移動平均降水ｎの確率分布（室戸岬）
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図一３－２　年最小ｎ日移動平均降水量の確率分布（野根）
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図一３－３　年最小ｎ日移動平均降水量の確率分布（田野）
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　図一３－４　年最小ｎ日移動平均降水量の確率分布（魚梁瀬）
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図一３－８　年最小ｎ日移勁平均降水五1の確率分布（天坪）
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図一３－９　年最小ｎ日移動平均降水辺の確率分布（本山）
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図一3-10　年最小ｎ日移動平均降水量の確率分布（高知）
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図一3-11　年最小ｎ日移動平均降水ｌの確率分布（本川）
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図一3-12　年最小ｎ日移勣平均降水江め確率分布（越知）
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図一3 －13　年最小ｎ日移動平均降水五1の確率分布（土居）
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図一3-14　年最小ｎ日移動平均降水量の確率分布（長者）
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　図一3－15　年最小ｎ日移勁平均降水量の確率分布（東津野）
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図一3－16　年最小ｎ日移動平均降水量の確率分布（須崎）
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図一3-17　年最小ｎ日移動平均降水量の確率分布（窪川）
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図一3-18　年最小ｎ日移動平均降水量の確率分布（楠原）
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図一3－19　年最小ｎ日移動平均降水量の確率分布（大正）
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高知県における年最小移動平均日降水量について（松田）
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図一3-20　年最小ｎ日移動平均降水量の確率分布(富山)
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図一3-21　年最小ｎ日移動平均降水量の確率分布（江川崎）
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図一3－22　年最小ｎ日移動平均降水量の確率分布（中村）
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図一3-23　年最小ｎ日移動平均降水ｎの確率分布（三原）
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図一3-24　年最小ｎ日移動平均降水瓜の確率分布（宿毛）
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図一3 －25　年最小ｎ日移動平均降水量の確率分布（清水）
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図一3 －26　年最小ｎ日移動平均降水量の確率分布（足摺岬）
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　高知県の主な雨量観測点の年最小移動平均日降水量を求め，次の結果を得た.
　1）年最小移動平均日降水量を得るための年区分は４月１日から次の年の３月31日までとする方
がよい.
　2）移動平均日数が30日程度の年最小移動平均日降水量の経年変化には若干の周期性が見られる.
60日より大きい移動平均日数に対するそれはランダム変動に近い.
　3）年最小移動平均日降水量の分布はWeibull確率紙上で直線に近い分布を示すが，一部の測
点では，移動平均日数72が短い場合，負にひずんだ分布を示し，逆に7zが長い場合，正にひず
んだ分布となる．
　本研究について貴重な助言をいただいた京大防災研究所の角屋教授，山梨大学工学部の竹内教
授，九大農学部の田中教授，本学の上森教授，近森助教授に謝意を表します．また，計算は本学計
算センター’のFACOM 270-30 を使用し，中沢技官に協力していただいたことを付記する．
?????????????????
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